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禁

書

に

書

か

れ

た

思

想

一
　

禁

書

の

特

色

一

七
世

紀
明

末

清

初

に

活

躍

し

た

漢

人

士

大

夫

た

ち

の

著

作

は

、

一

八
世

紀

中

期

に
至

っ
て

乾
隆

帝

勅

命

に

よ

る

異

端

思

想

撲

滅

の

た

め

に

禁

燬

さ
れ

た

も

の

が

多

い

。

一
万

三

千

部

を

超

え

る
、

こ

の

「

清

代

禁

書

」

の

書

目

の

刊

行
年

代

は

、

唐
代

か

ら

清

朝

全

盛

期

ま

で

約

一
〇

世

紀

に

わ

た

っ
て

い

る

が

、

そ

の

中
核

を
成

す

部

分

は

、

一
、
明
朝
に
関
す
る
記
録
１
明
朝
の
興
亡
、
明
代
の
政
治
・
経
済
・
社

会

・
軍

事

、
周

辺
地

域

の

動

向

を

記

し

た
も

の

二
、
漢
民
族
意
識
を
高
揚
し
た
叙
述
ｌ
ｌ
反
満
思
想
、
明
朝
遺
民
、
漢
文

化

伝

統
に

関
す

る

も

の

三
、
正
統
儒
学
か
ら
逸
脱
し
た
思
想
―
文
人
結
社
運
動
、
王
学
左
派
、

外

来

宗

教

、
明

末

清

初

の

儒
学

を

述

べ
た

も

の

岡
　
本
　
さ
　
え

（
二
、
三
、
は
乾
隆
期
の
清
朝
当
局
か
ら
見
て
反
満
・
異
端
な
の
で
あ
り
、

作
者
の
意
図
と
も
、
ま
た
乾
隆
以
前
の
清
朝
の
判
断
と
も
く
い
違
う
場
合
が

多
い
）

に
概
括
す

る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
明
末
清
初
の
書

が
圧

倒
的
に
多
い
。

と
こ
ろ

で
乾
隆

期
に
一
括
し
て
異

端
と
見
倣
さ
れ
る
に
至

っ
た
こ
れ
ら

の

禁
書
の
内
容
は
決
し
て
一
定
の
思
想
方
向

を
示
し
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
朱

子

学
の
「

格
物
致
知
」
を
「

無
物

無
知
」
と
批
判
し
、
仁
義
の
道

の
虚
し
さ

を
叫
ん
で
「

経
世

致
用
」
を
主
張

し
た
王
学
左
派
の
李
贄
（

卓
吾

、
一
五
二

七
１

一
六
〇

二
）

の
著
作

『
焚
書
』
『
蔵
書
』

は
い
ず
れ
恚
「
議

論
狂

悖
、

実
非

聖
無
法
」

と
評
さ
れ
て
禁
書
に
な
っ
て
い
る
が
、
す

で
に
彼

の
存
命
中

に
明
朝
の
官
吏
が
李
贄
の
「

惑
世
誣

民
」

を
憤
っ
て
出
し
た
正
学

疏
を
収

め

る
『
経
世

実
用
編
』
（
馮

応
京

編
）
も
禁
書
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
明

末
清
初
に

聖
道
の
確
立
を
目
ざ
し
て
陽
明
学
左

派
の
心
学
を
「
速
期

一
悟
之
獲

、
幸
而

ｙ　 ，゚
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獲
、
其
所
獲
遂
恣
以
佚
楽
」
と
批
判
し
、
「
流
禍
之
深
、
則
極
於
焦
竑
・
李

贄

」

と

名

指

し

で

李

贄

を

攻

撃

し

た

王

夫

之

（

船

山

、

一

六

一

九

１

九

二

）

・

黄

宗

羲

（

梨

洲

、

一

六

一

〇

一

九

五

）

ら

儒

家

の

著

作

も

禁

書

に

な

っ

て

い

る

。明

朝

の

衰

亡

を

早

め

た

と

言

わ

れ

る

閹

党

対

反

閹

党

の

党

争

に

つ

い

て

み

て

も

、

禁

書

目

録

は

血

み

ど

ろ

の

闘

争

を

繰

り

返

し

た

両

派

の

著

作

を

覆

っ

て
い
る
。
「
生
者
削
籍
、
死
者
追
奪
、
已
経
削
奪
者
禁
錮
」
と
三
〇
〇
名
を

超

え

る

東

林

党

士

人

を

根

絶

す

べ

く

出

さ

れ

た

布

告

「

東

林

党

人

榜

」

を

載

せ

た

『

酌

中

志

余

』

（

劉

若

愚

椰

）

を

は

じ

め

、

閹

党

派

に

属

し

た

士

大

夫

達

の
書
『
三
朝
要
典
』
『
吾
徼
録
』
等
は
「
於
当
時
正
人
、
並
加
醜
詆
、
益
為

曲
媚
鶺
忠
賢
而
為
、
…
…
」
と
酷
評
さ
れ
禁
燬
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他

方

で

は

『

東

林

列

伝

』

『

東

林

書

院

志

』

等

の

東

林

党

の

立

場

を

標

榜

し

た

書

も

禁

書

リ

ス

ト

に

入

り

、

且

つ

東

林

党

・

復

社

の

メ

ン

バ

ー

の

著

書

も

ま

た
禁
燬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

党

争

と

ほ

ぽ

同

時

代

の

天

啓

・

崇

禎

年

間

に

は

、

北

辺

に

迫

る

満

州

族

に

対

抗

す

る

た

め

、

一

六

世

紀

以

来

南

部

沿

岸

に

来

た

「

西

夷

」

「

紅

夷

」

の

「

器

」

「

術

」

を

使

い

夷

を

以

っ

て

夷

を

征

す

る

策

を

考

え

た

士

大

夫

た

ち

が

い

た

。

こ

れ

ら

通

商

派

・

西

学

派

の

編

著

は

純

粋

に

「

器

数

」

に

関

わ

る

も
の
は
四
庫
全
書
に
収
め
ら
れ
た
が
、
な
お
も
《
徐
氏
庖
言
》
（
徐
光
啓
編
）
、

《

守

圉

全

書

》

（

韓

霖

編

）

他

、

明

朝

の

富

国

強

兵

に

供

さ

れ

た

多

数

が

禁

書

に

な

っ

た

。

他

方

、

沿

岸

の

密

貿

易

や

海

賊

行

為

、

並

び

に

外

夷

の

信

仰

す

る

邪

教

「

天

主

教

」

の

中

華

侵

入

を

恐

れ

て

排

外

・

海

禁

を

説

い

た

官

吏

、

軍

人

、

仏

教

徒

等

の

著

作

も

禁

じ

ら

れ

た

。

さ

ら

に

一

七

世

紀

中

期

に

お

け

る

明

清

交

替

の

際

、

満

州

族

支

配

を

拒

ん

で

漢

人

の

抵

抗

を

呼

び

か

け

た

明

朝

遺

臣

に

対

し

て

、

テ

ク

ノ

ク

ラ

ー

ト

と

し

て

清

朝

の

内

政

を

支

え

た

弐

臣

（

両

朝

に

仕

え

た

臣

）

が

輩

出

し

た

。

遺

臣

は

明

朝

野

史

や

文

集

（

さ

き

に

挙

げ

た

清

代

禁

書

の

中

核

部

分

の

Ｉ
、

二

に

あ

た

り

、

多

数

）

で

弐

臣

を

逆

賊

と

呼

ん

で

非

難

し

た

が

、
ｙ
弐

臣

の

側

は

遺

臣

の

才

が

虚

し

ぺ

な

る

こ

と

を

惜

し

み

、

且

つ

清

朝

の

満

人

優

先

政

策

に

対

し

て

は

舌

禍

を

恐

れ

ず

漢

人

の

伝

統

を

主

張

し

た

。

満

人

首

脳

部

か

ら

見

れ

ば

弐

臣

は

明

朝

の

悪

風

を

清

朝

に

及

ぼ

す

結

党

営

私

の

集

団

に

過

ぎ

な

か

っ

た

。
そ

れ

ゆ

え

弐

臣

の

著

作

も

ま

た

、
そ

の

全

著

作

が

禁

燈

さ

れ

た

銭

謙

益

（

牧

斎

、

一

五

八

二

Ｉ

一

六

六

四

）

を

含

む

江

左

三

大

家

を

は

じ

め

と

し

て

、

多

数

の

作

品

が

禁

書

書

目

に

収

め

ら

れ

た

。

以
上
の
諸
例
に
よ
っ
て
禁
書
は
、
そ
の
成
立
刊
行
期
に
は
、
互
い
に
己
れ

を

正

統

と

し

他

を

異

端

と

す

る

士

大

夫

の

抗

争

を

そ

の

ま

ま

反

映

し

て

い

た

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

ろ

う

。

明

末

清

初

の

異

端

認

識

は

個

人

や

グ

ル

ー

プ

に

よ

っ

て

く

い

遺

い

を

み

せ

こ

正

統

と

異

端

、

聖

教

と

邪

教

を

区

別

す

る

普

遍

的

な

基

準

は

確

立

し

て

い

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

の

思

想

的

、

政

治

的

対

立

を

内

包

す

る

禁

書

に

は

少

く

と

も

共

通

し

た

一

つ

の

問

題

意

識

が

み

ら

れ

た

。

禁

書

に

み

な

ぎ

っ

て

い

る

「

致

用

」
（

実

効

を

挙

げ

る

こ

と

）
の

要

請

が

そ

れ

で

あ

る

。

と

く

に

明

朝

末

期

に

は

富

国

強

兵

を

目

的

と

し

た

軍

事

的

政

治

的

要

請

が

群

を

抜

い

て

お

り

、

戔
力
な
火
器
と
兵
備
が
官
僚
の
垂
涎
の
的
と
な
っ
た
。
外
夷
・
西
夷
の
「
器
」

70



一 一 一 一 一

「
法
」

を
「
世
用
に
切
な
り

」
と
考
え
て
採
用
し
た
の
は
既
に
紹
介
し
た
西

学
派

の
人

々
で
あ
る
。
ま
た
、
禁
書
書
目
の
数
百
点

を
占
め
る
奏
議
類
に
は
、

人
材

の
「
用
」
を
要
求
す

る
声

が
強

く
、
「
人
才
」
の
登
用
を
政
治
の
基
礎
と

考
え

る
士
大
夫

が
次

々
に
疏
薦

を
行

っ
た
。
能
力
発
揮
の
場
を
求
め
て
異
民

族
王

朝
に
仕
え
た
弐
臣
の
生
き
方

は
人
材
致
用
主
義
の
実
践
と
言
っ
て
よ

が

ろ
う

。学

術
・
技
術
の
「
致
用
」

も
重
視

さ
れ
て
い
た

。敗
戦
と
飢
饉
の
悪
条

件

の
下
で

な
お
も
明
朝

を
支
え
続

け
た
士
大
夫
た
ち

は
至

重
至
大
な
緊
急
事

は
何

か
を
自
ら
に
絶
え
ず
問
う
て
い

た
。
実
効
の
少
い
方
法
を
用
い

る
余
裕

が
無

い
と
い
う
彼
等
の
焦
り

は
、
伝
統
的

な
中
華
の
方
法
（
中
法
）

を
捨
て

て
も
新
技
術
の
開
発

を
は
か
り
且

つ
そ
の
普
及
を
め
ざ
す

べ
し
と
い
う
自
覚

を
う

な
が
し

、次
々
と
技
術
書

を
刊
行
す

る
原
動
力
と
な
っ
た
ば
か
り
か

、語

学

・
文
学

な
ど
「
用
」
と
無
関
係

に
み
え

る
分
野
に

お
い
て
も
「
世
用
」
に

供
す

る
こ

と
を
自
序
に
宣
言
す

る
と
い
う
慣
行

を
作
り
出
し

た
の
で

あ
る
。

但
し
、
儒
学

を
官
吏
試
験
課
目

と
す
る
中
国

に
お
い
て
人
間
の
心

の
働
き

を
分
析
す

る
伝
統

は
、
明

末
清
初

に
も
強
力
で
あ
り

、
兵
法

や
技

術
の
「
用
」

を
求
め
る
こ
と
に
満

足
せ

ず
こ
れ
ら
の
「

用
」
を
急
務
と
判
断
す

る
に
至

っ

た
自

己
の
認
識
構
造

そ
れ
自
体

を
再

検
討

す
る
士
大

夫
が
多
か
っ
た
。
「
用
」

の
著
し
い
進

展
が
士
大
夫
達

の
知

的
活
動

を
覆
っ
て
い
た
こ

の
時
代

に
、
朱

子
以

来
の

伝
統
的
な

認
識
方
法

は
彼
等
を
充
分
に
満

足
さ
せ

る
こ
と
が
難
し

く

な
っ
た
の
で
あ

る
。
士
大

夫
た
ち
は
道
徳
上

の
理
念
よ
り

も
、
現
実
に
起

っ
て
い
る
現

象
や
事
件

を
Ｉ
Ｉ

そ
れ
ら
を
実
在
と
見

る
か
心
の
迷

妄
と
傲
す

か
は
人
に
よ

っ
て
分

れ
る
に

せ
よ
Ｉ

把
握
す
る
方
法
に
つ
い
て
活
発
に
議

論
し
た
。

そ
し
て
従
来

の
認
識
方
法
と
し
て
知
識
階
級
の
成
語
と
な
っ
て
い

た
も
の
の
「
格
」

と
は
何
か
、「
致
」
と
は
何
か
が
判
明
で
な
い
と
い
う
疑
問

が
投
げ
か
け
ら

れ
た
「

格
物
致
知
」
の
内
容
が
俎
上
に
置

か
れ
た
の
で
あ
る
。

二
　

格

物

致

知

ま
ず
認
識
の
対

象
と
な
る
「

格
物
」

の
「
物
」
に
つ
い
て

の
解

釈
は
士
大

夫
に
よ
っ
て

異
っ
て
い
た
。
形

象
・
声
音
・
臭
気
等
の
感

覚
器
官

が
把
え
う

る
物
質
を
は
じ

め
、
病
気
の
原
因

、
心
内
の
作
用
な
ど
実
体

は
把
え
ら

れ
な

い
が
効
力

に
よ

っ
て
そ
の
存
在
を
知
り
う

る
も
の
。
ま
た
政
治
や

人
間
関
係

な
ど
の
「
事
項

」
、
等
が
い
ず
れ
も
「
物
」
と
し
て

提
言
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
「

物
」

が
い
ず
れ
も
「

気
」
を
根
源
と
し
て

い

る
と
士
大
夫
た
ち

が
考
え
て
い
た
点
に
一
七
世
紀
に
お
け
る
共

通
の
思
考

が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
「
格
物
致
知
」
に
つ
い

て
最
も
斬
新
な
解
釈
を
提
出

し
た
明
末
清
初

の
儒
家
王
夫
之
（
船
山
）
は
、「
物
」

と

「
気
」
の
関
係
に

つ
い
て気

〔
声
色
〕
―
―
物
〔
笛
〕

の
比

喩
で
説
明

し
て

い
る
。
物

は
形
あ
り
手
触
り
の
有

る
笛
で
あ

る
が
、
も

し
笛
の
材
質

を
問
題

に
す

る
場
合

は
さ
ら
に
笛
身
と
呼

ぶ
。
と
こ
ろ
で
笛
の

声
色
を
検
討
す

る
際

、
何
ら
か
の
旋
律

を
手
本
に
す

る
事

が
あ

る
。
こ
の
旋

律
を
王

夫
之

は
「
理

」
と
考
え
て
、



Ｍ

と

説

明

し

た

。

笛

身

（

笛

）

が

悪

け

れ

ば

旋

律

（

理

）

通

り

の

声

色

（

気

）

が

出

な

い

こ

・
と

が

あ

る

一

方

、

旋

律

（

理

）

の

通

り

に

吹

い

て

も

そ

の

声

色

（
気
）
に
少
し
も
心
が
入
っ
で
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
従
っ
て
、
旋
律
（
理
）

は

か

く

吹

く

べ

し

と

い

う

手

本

で

は

あ

っ

て

も

、

真

に

笛

（

物

）

の

生

命

と

い

う

べ

き

も

の

は

声

色

（

気

）

て

あ

る

、

と

王

夫

之

は

主

張

し

朱

子

学

の

「

理

」

重

視

に

対

し

て

「

気

」

を

基

本

に

置

く

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

は

一

体

、

「

気

」

を

本

質

と

す

る

「

物

」

の

認

識

方

法

「

格

物

致

知

」

は

当

時

い

か

な

る

新

解

釈

を

得

た

の

て

あ

ろ

う

か

。

従

来

の

朱

子

学

に

お

け

る

説

明

－

事

物

の

理

を

窮

め

（

格

物

）
、

知

識

を

推

し

窮

め

る

（

致

知

）

―

は

一

七

世

紀

に

ど

の

よ

う

な

改

訂

を

加

え

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

筆

い

者

は

こ

こ

で

明

末

清

初

の

竺

大

思

想

家

の

一

人

と

い

わ

れ

る

王

夫

之

（

船

山

）

―
―
四
書
五
経
の
伝
統
に
副
っ
で
「
聖
教
」
を
守
ろ
う
と
し
た
儒
家
て
あ
り

な
が
ら
朱
子
学
批
判
を
行
っ
た
―
―
の
解
釈
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
考
え
て

み

た

い

。

王

夫

之

は

「

格

物

致

知

」

を

「

格

物

」

と

「

致

知

」

に

分

け

る

。

「

格

物

」

は
「
物
則
」
を
「
準
備
」
す
る
段
階
て
あ
り
、
「
致
知
」
は
そ
の
「
物
則
」
を

「

知

」

に

変

え

る

段

階

で

あ

る

。

「
格
物
」

で
は
「
耳
目
之
官
」
（
感
覚
器
官
）
と
「
心
之
官
」
（
思
惟
）
の
双

方

が
使
わ
れ
、
「
致
知
」
で
は
「
心
之
官
」
の
み

が
使
わ
れ
る
。

「
格
物
」
で

は
じ
め
に
使
用

さ
れ
る
「
耳
目
之
官
」
は
「
耳

・
目
」
に
代

表

さ
れ
、
王
夫
之
の
場
合
そ
の
対
象

は
形
象
・
声
音
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

「

目
」
の
活
躍
す
る
代
表
的
な
格
物
の
例
は
、
暦
法

に
欠
か
せ

な
い
天

体
観

測
、
軍
事
地
図
に
必
要
な
測
量
で
あ

っ
た
。
当
時
’ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
中

国
に

持
ち
こ
ん
だ
「
遠
鏡
」
（
望
遠
鏡
）
は
目
を
助
け
る
用
の
あ
る
「
佐
目
之

器
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
王
夫
之
は
こ
の
遠
鏡
使
用
に
よ
る
惑
星
周
期

の
測
定
を
評
価
し
て

お
り

、
「
遠
鏡
質
測
之
法
」
だ
け

は
「
西

夷
」
か
ら

習
う

べ
き
も
の
で
あ
る
と
述

べ
て
い

る
。
当
時
「
佐
耳
」
の
例
と
し
て

は
法
螺
貝
・

管
楽
器
等
が
遠
距
離
連
絡
に
使
用

さ
れ
た
し
、
「
耳
目
」
双
方
の
官
を
使
用
す

る
格
物
の
例
と
し
て
は
音
韻
・
文
字
か
ら
成
る
言
語

が
あ
り
、
中

国
語
の
音

韻

を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
た
『
西
儒
耳
目
資
』
（

一
六
二
三
年
序
刊
本
）
が
注

目
さ
れ
た
。

「
耳
目
之

官
」
を
輔
佐
す

る
の

が
・「
心
之

官
」
で
あ
る
。
「
格
物
」

の
段

階
を
王
夫
之
は
「
博
学
」
と
「
審
問
」
と
を
総
合
し
「
学
問
」
と
呼
ん
で
お

り
、
耳
目
に
よ
る
観
測
は
、
文
献
に
よ
る
知
識
・
詳
細

な
検
討
を
経
て
、
は

じ

め
て
「
物
則
」
と
な
り
う
る
と
し
た
。
従
っ
て
た
し
か
に
「
格
物
」
の
段

階
で
「
心
之
官
」
が
働
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
実
際
に
ど
の

よ
う
に
対
象
に
作
用
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
専
ら
「
心
之
官
」
の
作
用
に
負

う
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
致
知
」
の
内
容
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

「
致
知
」
で
は
「
格
物

」
に
よ
っ
て
得
た

「
物
則
」

を

「
知
」

に
す

る
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「
巧
」
(
テ
ク
ニ
ッ
ク
）
が
要
求
さ
れ
る
。
器
の
製
造
に
譬
え
る
と
「
格
物
」

は
梓
・
漆
等
の
材
料
に

相
当
し
、
「
致
知
」
は
そ
れ
に
施

す
精
密
な

彫
鏤
で
あ

る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の

。「
巧

」
と
は
、
「
物
則
」（

材
料
）

に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま

な
工
夫
（
彫

鏤
）

を
加
え

る
こ
と
で
あ
り

、
王

夫
之

は
「
思
弁
」
と
呼
ぶ
。

「
思
弁
」
と

は
「
慎
思
」

と
「
明

弁
」
と
で
あ
る
。
ま
ず
「

慎
思
」
に
よ
っ

て
「
物
則
」
が
何
故

そ
う

な
る
の
か
を
考
え（

思
其
所
以
然

）
、
根
拠
の

な
い

も
の
を
し
り
そ

け
る（

卻
無
憑
拠
在
）
。
次
に
「
明
弁
」
に
よ
っ
て
、
「
物
則
」

か
ら
ど
の
よ
う

な
結
論

が
導
か
れ
る
か
を
考
え

る
（
思
其
所
当
然
）
の

で
あ

る
が
、モ
の
結

論
は
明
白
な
も

の
の
み

を
求

め
、当
然
導

か
れ
る
結

論
で

な
い

も
の
は
そ
れ
を
峻
別
し
て
あ
い
ま
い
に
し
な
い
（

唯
求
其
明
、
其
非
当
然
者
、

弁
之
即
無
不

明

也
）
。

以
上

の
記
述
か
ら
、
「
心
之
官
」
の
作
用
す
な
わ
ち
「

思
弁
」

と
は
デ
ー

タ
の
論
理
的
基
礎
を
穿
■
し
、
次
に
デ
ー
タ
の
論
理
的
演
繹
を
行
う
こ
と
で

あ
る

が
、
先
に
述

べ
た
如

く
、
「

心
之
官
」

は
既
に
「
格
物
」

の
段

階
で
も

「
耳
目
之
官
」

を
輔
佐
す

る
の

で
あ
る
か
ら
、
王

夫
之

の
考
え

に
忠
実
に
言

え

ば
、
「
致
知
」

は
「
格
物
」

の
中

に
含
ま
れ
る
の

で
あ
る
。
「
物

則
」

作
り

の
段
階
で
「
思
弁
」

が
行

わ
れ
る
の
な
ら
「

致
知
」
は
不
要

で
あ
る
と
彼
は

考
え
て
い

た
の

だ
ろ
う

か
。
王
夫
之
の
理
想
は
そ
う

で
あ
っ
た
。
彼
は
「
格

物
」

を
重
視
し
て

い
た
。
「
耳

目
之
官
」
と
「

心
之

官
」
に
よ
っ
て
豊
富
で

正

確
な
「
物
則
」

が
集

ま
れ
ば
、
「
致
知
」
の
段

階
を
経
ず
と
も
「
豁
然
貫

通
」

し
て

全
体

が
明

ら
か
に
な
り
、
大
い
に
「

用
」
も
行
わ
れ
る
は
ず
だ
、

そ
れ
を
な
し
う

る
人
こ
そ
聖
人
で
あ
る
と
王
夫
之

は
考
え
た
の
で
あ
る
。
同

時

代

の

儒

家

で

東

林

党

の

メ

ン
バ

ー

で

も

お
り

硬

骨

の

明

朝

高

官

と

し

て

敬

愛

さ

れ

た

黄

道

周

（
石

斎

、

一
五

八
五

Ｉ

ヱ
（

四

五

）

は
「

格

物

」

が
充

分

に

効

果

を

あ

げ

た
状

態

を

「
格

透

」

と

言
い

、

光

の

透

射

す

る

如
く

、
「

物

」

の
■
■
さ
れ
た
部
分
が
明
白
に
な
る
と
説
明
し
て
い
る
。

以

上

の

よ

う

な

「
格

物
（
致

知

）
」

を

経

て

「
可

知

」

と

「
不

可

知

」

が
は

っ

き

り

区

別

さ
れ

る
。

た
と

え

ば

、

王

夫
之

は
明

末

士

大

夫

の

世

界

観

に

強

い
影
響
を
与
え
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
「
地
形
周
囲
九
万
里
之
説
」

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に
考

え

る
。

利
瑪

竇
（
Ｍ
ａ
ｔ
ｔｅ
ｏ
　
Ｒ
ｉｃ
ｃ
ｉ
一

五

五
ニ

ー

ー

六
一
○
）
の
こ
の
説
は
人
が
北
へ
二
五
〇
里
進
む
と
北
極
星
の
仰
角
が
一
度

大

き

く

な

る

と
い

う

事

に

準

拠

し

て

い

る

。

仰

角
の

測

定

は

「

目
力

」

に

拠

る
が
、
「
耳
目
之
力
」
は
「
一
定
之
徴
」
た
り
得
な
い
。
北
極
星
は
太
陽
と
同

様
、
刻
々
と
高
度
を
変
え
、
遠
近
を
変
え
て
い
る
。
地
平
線
か
ら
出
た
直
後

と

、

真

上

に

あ

る

時

と

で

は

同
じ

時

間

に

変

化

す

る

仰

角

の

大

き

さ

が
異

る
。

「

所

望
之

規

」

が

一

定

で

な

け
れ

ば
、

ど

う

し

て

地

上

の

二

五

〇

里

が
天

上

の

一
度

に

相

当
す

る

と

い

え

よ
う

か
。

そ
の
上
、
こ
の
説
は
「
地
体
」
が
弾
丸
の
よ
う
に
「
真
円
」
で
あ
る
と
い

う

こ

と

を

前

提

に

し

て

い

る

が
、

真

円
の

絶

頂

に

ど

う

し

て

人

が

住
め

る
の

か

。

ま

た

、

大

地

は

中

国

と

そ

の
周

辺

地

域

（

交

趾

、

荵

嶺

）

に

限

っ

て
も

凹
凸

が
大

き

く

、

「

地

体

」

が
一

定

の
形

を

し

て

い

な

い

の

は
明

ら

か

で

あ

る
。

類

似

し

た

形

を

も

つ

遠

望

の
天

体

は
そ

の

２
一３

を

見

る

こ

と

が
可

能

な

だ

け

で

広

狭

の

差

を

調

べ

る
こ

と

も

で
き

な
い

の

で

あ

る

。

最

後

に

中
華

古

人

の

言

を

引
い

た
上

で

王

夫

之

は

九

万

里

の

算

出

法

を

73
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「
不

可
知
」
と
断
定
す

る
。
但
し
「
不
可

知
」
の

意
味

は
、
真
の
答

が
存

在

し

な
い
、
或
い

は
答

が
あ

る
か
ど
う

か
不
明

と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
王

夫

之
に
よ
れ

ば
「
不

可
知
」
と

は
人
間

が
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
、

と
い
う

こ

と
で
天

は
必
ず
知

っ
て
い

る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
王
夫
之

が
「
格
物
致
知
」

の
解
釈
に
使
用

し
た
「
博

学
、

審
問
、

慎
思
、
明
弁
」
の

タ
ー

ム
は
い
ず

れ
も

『
中

庸
』

の
も

の
で
、
宋
代
の
儒

家

に
よ
っ
て
も
解
説
さ
れ
て
い
た
。
王
夫
之

の
新
し

さ
は
こ

れ
ら
の
内
容

を
感

覚

と
思
惟
能
力
の
双
方
か
ら
吟
味
し

た
点

に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
王
夫
之
は
、
こ
の
「
格
物
致
知
」

が
充
分
成
果

を
あ

げ
る
た
め
に

は
「
志
」
(
正
し
い
心
)
が
必
要
な
こ
と
ヽ
そ
し
て
「
志
」
を
持
つ
為
に
は

「
知
」
を
篤
実
に
「
行
」
に
用
い
よ
う
と
す
る
「
心
」
―
―
「
知
」
―
―
「
行
」

の
連
携

が
必
要

な
こ
と
を
主

張
し
た
の
で
あ
る
。
「
知
」
を
「
知
」
に
止

め

て

お
く
の

で
は
軽

浮
・
不

実

な
「

知
」
に
す
ぎ
な
い
。
「

知
」
か
ら
「
行
」

へ
の
路

が
常
に
開

か
れ
て

い
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
、
否
、
む
し
ろ
「

知
」
が
先

に

あ
っ
て
「
行
」

が
後
に

来
る
と
い
う
考
え
方
が
錯

誤
で
あ
る
。
「
知
≒

行
」

は
互

い
に
区

分
し
、
順
序

を
変
え
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
並
進
す

べ
き
で
あ

る
。
「
知
」
に
よ
っ
て
何
を
行
う
か
を
知
り
、
「
行
」
に
よ
っ
て
行
の
則
を
知

る
。
誠
の
心
を
も
っ
て
知
行
並
進
に
努
め
れ
ば
「
用
」（

実
効
）
は
必
ず
あ

が

る

の
で
あ
る
。

こ
の
知
行
並
用
の
主
張
は
王
夫
之
、
顧
炎
武
、
黄
宗
■
の
大
儒
に
共
通
し

て
い

る
が
、
さ
ら
に
遡
っ
て
王
守
仁
（
陽
明
、
一
四
七
ニ

ー
一
五

二
八
）
の

知
行
合
一
説

の
影
響

を
認

め
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
格
物

致
知
」
の
努
力

身
経

j l

｜

ず
に
直
観
能
力
に
よ
る
一
瞬
の
悟
り
を
求
め
る
異
端
―
―
こ
う
し
た
批
判
を

王
夫
之

た
ち
か
ら
加

え
ら
れ
な
が
ら
も
、
知
と
行

は
別
々
の
件
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
陽

明
学
の
知
行
合
一
説
は
明
末
清
初
の
「
格
物

致
知
」
の

内
容
に

新
し
い

視
点
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
思
想
的
な
対

立
を
超
え
て
多

数
の
知
識
人
に
影
響
を
与
え
た
。
王
夫
之
た
ち
も
そ
の
例
外
で

は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

以
上

、
「
格
物

致
知
」
に

よ
る
対
象
把

握
を
王
夫
之
の
解
釈
に
副
っ
て
追

っ
て
き
た
が
、
認
識
の
主
体
で
あ
る
「
耳
目
之
官
」
（
感
覚
器
官
）
と
「
心
之

官
」
（
思
惟
）
と
は
認
識

対
象
「
物
」
の
エ
レ
メ
ン
ト
（
気
）

と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
王
夫
之

に
よ
れ
ば
感
覚
器
官
は
も
と
よ
り

、
思

惟
も

ま
た
「
気
」

を
本
質
と
す

る
。
「
舎
気
言
志
（

志
は
心
の
本
体
）
、
志
亦

無
所
得
、
而
無
所
成
矣
」
と
彼

が
述

べ
る
ご
と
く
認
識
主
体

は
「
気
」
と
し

て
実
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
「
心
」
は
作
用
（
用
）
で
あ
り
「
性
」
が
本

体
（
体
）
で
あ
る
と
い
う
朱
子
学
の
体
用
二
元
論
を
王
夫
之

は
批
判
す
る
。

「
心
」

は
「
気
」
を
エ

レ
メ
ン
ト
と
す
る
「
体
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
気
」

を
通
じ
て
「
物
」
に

は
た
ら
く
「
用
」
を
致
す
の
で
あ
る
。
思
惟
は
「
物
」

を
は
な
れ
て
は
あ
り
え

な
い
と
い
う

王
夫
之

の
主
張

は
個
別

・

具
体
的

な

「
格
物
」
を
求
め
た
新
し
い
認
識
観
の
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
だ

が
同

時
に
こ
の
主
張

は
共

通

エ
レ
メ
ン
ト
「
気
」
に
支
え
ら
れ
た
主
体
・
客

体
の

一
体
感
を
表
現
し
た
も
の
で
、
そ
の
未
分
化

に
対
す
る
批
判

は
後

に
述

べ
る

如
く
一
七
世

紀
当
時
か
ら
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
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気

匸

兀

論

Ｃ

「
格
物

致
知
」
の
検
討
を
通
じ
て
認
識
主
体

と
認
識
対

象
が
共

に
「
気
」

で

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
識
構
造
が
成
立
し
得

る
こ

と
が
明

ら
か
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
で
は
こ
の
「

気
」

と
は
明
末
清
初
め
中
国
人

に
と
っ
て
い
っ
た
い

ど
の
よ
う

な
存
在

で
あ
っ
た
の

か
。

王
夫
之

に
よ

れ
ば
気
は
人
間

界
・
物
質
界

を
含

め
「
天
地
之
間

」
に
充
満

し
て
い

る
。
こ

れ
を
「
天
地
之

気
」
と
い
い
、
無
言
で
静
止
し
て

い
る
よ
う

に
見
え
る

が
間
断

な
く
動
き
変
化
し
て
い

る
。
「
天
地
之
気
」

は
人
の
気

・

物
の
気
と
共
通
で
あ

る
か
ら
物
に

お
け
る

「
則
」
、

人
に

お
け

る
「
気
」

は

「
天

地
之
則
」
「
天

地
之
心
」

と
な
る
。
「
物
則
」

は
「
天

地
之
則
」
に
通
じ

て
い
る
の
で
あ
る

か
ら

、
人

は
軽

々
し
く
「
物
則
」
を
決
定
し
て

は
な
ら
な
い
。

た
と
え

ば
人

が
食
す
と
下
剤
に

な
る
「
巴
豆
」

は
小
動
物
に
と

っ
て
は
こ

の

上

な
い
栄
養
食

と
な
る`
の
で
あ
る
。
ま

た
「
人
心
」

は
「
天
地
之

心
」
に
通

じ

る
の
で

あ
る

か
ら

、
人
間

は
誠
・
志
に
よ
っ
て
天
に
働
き

か
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
気
の
一
元
論
か
ら
王
夫
之
は
、
「
格
物
致
知
」
で
彼
が
示
し

た

″天
下

の
変
化

は
み

な
物
則
に
従
う
″

と
い
う
命
題
と
対
照

的
な

″天

心

が
天
下

万
物
の
運
行

を
決
定
す

る
″
と
い
う
命
題

を
提
出

し
て

い
る
。
「
天

地
之
心
」

が
天
下

を
決
定
す

る
と
い
う
考
え
方

は
、
何
事
も
天
命

と
諦

め
る

無
力
感
に
連
な
る

か
に
見
え

る
が
一
七
世
紀
の
漢
人
士
人
夫
た
ち

は
漢

民
族

汪
朝
四
誡
亡
、
異
泯
族
王
朝
の
支
配
と
い
う
逆
境
切
中
で
、
む
し
ろ
こ
の
考
え

を

自

己

の

行

動

規

準

に

据

え

た

の

で

あ

る

。

王

夫

之

は

人

心

の

誠

が

天

に

通

じ

る

と

い

う

信

念

か

ら

遺

臣

た

ち

に

よ

る

復

明

運

動

に

協

力

し

清

軍

に

追

わ

れ

て

死

線

を

彷

徨

し

た

が

一

方

で

は

国

家

の

興

亡

、

民

族

の

禍

福

に

つ

い

て

の

天

心

を

人

は

至

誠

に

よ

っ

て

知

り

得

る

と

述

べ

て

い

る

如

く

、

明

朝

の

滅

亡

と

漢

人

の

苦

難

を

正

確

に

予

知

し

て

い

た

。

彼

は

共

通

の

認

識

構

造

を

有

し

な

い

「

不

学

」

な

異

民

族

を

決

し

て

主

君

と

認

め

よ

う

と

は

し

な

か

っ

た

が

、

漢

人

王

朝

の

滅

亡

を

も

ま

た

悠

悠

た

る

天

下

の

流

れ

の

一

つ

で

あ

る

と

考

え

て

い

た

。

生

涯

に

限

り

あ

る

人

間

が

い

か

に

憂

い

憤

っ

て

も

天

・

物

の

運

行

を

変

え

る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

あ

る

。

－

そ

れ

ゆ

え

大

切

な

の

は

「

天

心

」

が

善

用

を

期

待

し

て

人

間

に

与

え

て

く

れ

た

「

才

」

（

気

）

を

充

分

に

尽

く

す

こ

と

で

あ

る

。

才

能

あ

る

気

を

尽

く

す

こ

と

は

人

の

義

務

で

あ

り

、

辜

け

た

気

は

必

ず

善

用

し

て

天

心

に

報

い

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

「

尽

才

」

＝

「

天

心

」

の

主

張

は

王

夫

之

た

ち

明

朝

遺

老

と

正

反

対

の

道

を

採

り

清

朝

に

仕

え

た

弐

臣

た

ち

の

行

動

規

範

を

も

支

え

て

い

た

。

彼

等

に

よ

れ

ば

明

朝

が

亡

び

た

の

は

天

心

に

よ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

徒

ら

に

歎

く

よ

り

も

新

し

い

支

配

者

の

下

で

不

法

に

苦

し

む

幾

多

の

生

霊

を

救

う

方

が

急

務

で

あ

る

。

殉

死

し

徒

空

に

帰

し

た

遺

民

の

才

を

、

後

・
に

禁

書

と

な

る

多

く

の

遺

稿

で

惜

し

ん

だ

文

官

弐

臣

た

ち

は

、

当

時

の

反

満

の

気

風

に

も

め

げ

ず

司

法

・

行

政

の

専

門

家

と

し

て

満

人

王

朝

の

中

枢

部

に

人

り

、

積

極

的

に

異

民

族

支

配

の

衝

撃

を

や

わ

ら

げ

よ

う

と

し

た

。

彼

等

の

多

く

は

・
満

人

民

族

主

義

の

忌

避

に

触

れ

薄

幸

の

晩

年

を

送

っ

た

が

終

生

才

が

あ

れ

ば

必

ず

そ

の

用

を

禁書に書 かれた思想75
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尽

く

し

、

用

が

あ

れ

ば

必

ず

そ

の

才

を

尽

く

す

こ

と

を

実

践

し

て

清

初

に

お

け

る

漢

文

化

の

荒

廃

を

救

っ

た

の

で

あ

る

。

注

意

す

べ

き

は

こ

う

し

た

士

大

夫

の

生

き

方

が

明

朝

滅

亡

（

一

六

四

四

年

）

と

共

に

現

わ

れ

た

の

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

二

七

世

紀

初

頭

に

は

、

高

明

の

士

は

才

識

を

尽

し

、

こ

れ

を

用

い

る

こ

と

が

「

正

学

」

の

基

底

に

な

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

問

題

は

才

識

を

何

に

用

い

る

か

で

あ

る

。

天

下

国

家

の

為

と

い

う

の

が

一

般

的

な

答

で

あ

っ

た

。

陽

明

学

左

派

の

李

贄

（

卓

吾

）

が

告

発

さ

れ

た

の

は

彼

が

才

識

を

「

談

玄

課

虚

」

に

用

い

た

と

い

う

理

由

に

よ

る

の

で

あ

る

。

本

稿

の

一

で

禁

書

に

お

け

る

共

通

意

識

と

し

て

指

摘

し

た

「

致

用

主

義

」

が

、

士

大

夫

た

ち

の

「

尽

用

」

「

尽

才

」

こ

そ

天

心

に

か

な

う

と

い

う

主

張

に
基
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
主
張
は
天
―
―
人
―
―
物

の
存
在
を
「
気
」
が
貫
い
て
い
る
と
い
う
彼
等
の
気
一
元
論
に
よ
っ
て
成
立

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

こ
う
し
た
「
気
」
の
普
遍
性

に
対

し
て
強
い

批
判

を
加
え

た
の
は
イ
エ

ズ

ス
会
宣
教
師

の
も
た
ら

し
た

。
「
天

主
教
」
に
影

響
を
受

け
た
一
部

の
西

学
派

士
大
夫
で
あ

る
。
彼

等
は
「

気
」
と
は
象
を
受

け
て
形

を
成
す
「
物

」
の
材

料
に
す

ぎ
ぬ
と
い
う
宣

教
師
の
指
摘
を

認
め
、
「
気
」
が
天

心
や
天

の
主
宰
と

し
て
宇
宙
の
運

行
を
決
定
す

る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
、
「
主
宰
」
と
は
聚
散
な

く
至
純
至
霊

の
「
天

主
」（

尊
主
、
上
主
、
上
帝
と
も
言
う
）
の
み
で
あ

る
、
と

考
え
だ
。
さ
ら
に
「
気
」
が
無
意
志
的
存
在
で
あ
る
泥
や
汚
物
と
同
一
エ
レ

メ
ン
卜
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
気
」
が
認
識
能
力
を
有
し
得
た
い
と
断
定
し
た
。

西
学
派
の
一
部
の
人

々
は
、
人
間

の

「
心
」
「
霊
魂
」

等
は
、・
永
遠
且
つ
絶

対
者
た
る
「
天

主
」

が
人
に

賦
与
し

た

「
神
体
」
「
神
明
の
体
」

で
あ
る
、

と
述

べ
て
い

る
。
但

し
人
の
心
の
作
用
が
「
気
」
で
な
く
「
神
体
」
に
依
存

す

る
と
主
張

し
た
こ
れ
ら
の
士
大
夫
た
ち
も
、
「
霊
魂
」
と
い
う

タ
ー

ム
を
使

う

の
は
死
後

の
永
生
を
主
張
す
る
場
合
に
止
ま
り
、
現
世
で
の
心
の
状
態
に

つ
い
て
論

じ
石
際

ぼ
「
性
」
と
い
う
表
現

を
使
っ

た
。
彼
等

は
「
天
主
教
」

を
「

性
教

」
と
呼
び
、
本
来

は
善
で
あ
、る
人
の
性

が
異
端
の
教
え
に
惑
わ
さ

れ
て
当
然

知
る

べ
き
こ
と
に
昧
く
当
然
行
う

べ
き
こ

と
に
弱
い
と
い
う
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
こ
の
「
性
教
」

が
病

を
治
し
て
く
れ

る
で
あ
ろ

う
、
本
来

の
良
を
と
り
も
ど
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
の
声
を
寄
せ
た
。

人
の
「

性
」
を
論
ず
る
限
り
、
西
学
派

の
士
大
夫

た
ち

は
「
性
」

が「
気
」

の
影
響
下

に
あ
る
と
い
う
明
末
清
初
の
儒
家
の
考
え
方
を
脱
し
て

は
い
な
か

っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
人
の
「

性
」
を
決
定
す

る
「
気
」
と
し
て

父
母

の
遺
伝
、
気
候
・
風
土
、
教
育
環
境

な
ど
を
挙

げ
て

お
り
、
精
神
面
に

お
け
る
「
気
」
の
影
響

を
認
め
て
い

る
点
で
王
夫
之

の
「

人
之
性

、
雖
随
習

遷
、
而
好
悪
静
躁
、

多
如
父
母

、
則

精
気
之
与
性
不

相
離
矣
ご
と
の
言
に
何

ら
変

る
と
こ
ろ

は
な
い
。

他
方
、
気
の
一
元
論
を
前
提
と
し
て
い
た
儒
家
た
ち
も
「
人
鬼
」
・
（
三
位

一
体
の
キ
リ

ス
ト
の

神
を
反

対
派
の
士
大
夫
た
ち

は
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
）

が
上
帝
に
並
立
し
遂

に
上

帝
を
抹
殺
す
る
に
至
る
よ
力
廠

邪
教
が
中

華
に
広

が
っ
た
の

は
従
来
の
儒
教
の
欠
陥
に
起
因
す

る
と
考
え
、
天

の
造
物
主
的
存
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在

や

人

間

の

死

後

の

精

神

作

用

を

認

め

る

方

向

に

傾

い

て

い

た

。

黄

宗

義

は

、

従
来
の
儒
学
で
は
「
気
」
が
聖
賢
凡
愚
に
関
わ
り
な
く
一
度
聚
れ
ば
必
ず
散

じ

、

死

に

よ

っ

て

尽

き

る

と

説

明

し

て

い

た

の

を

批

判

し

、

気

を

厚

く

稟

け

た

人

や

志

を

全

う

し

た

賢

者

の

精

神

は

長

く

天

地

に

止

ま

る

と

述

べ

た

。

彼

は

さ

ら

に

、

凡

人

で

あ

っ

て

も

魂

魄

の

う

ち

で

精

神

・
志

・
意

な

ど

無

形

の

魂

の

気

だ

け

が

骨

肉

を

離

れ

る

の

で

あ

っ

て

、
魄

と

い

う

有

形

・
有

声

の

気

は

こ

の

世

に

残

り

う

る

と

述

べ

て

い

る

。

自

縊

し

た

人

の

足

下

に

残

る

石

、

戦

場

の

燐

火

、

陰

雨

の

笑

声

、

疫

病

な

ど

は

死

者

の

魄

の

作

用

に

ほ

か

な

ら

ぬ

、

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ

の

「

魂

魄

」

の

作

用

に

つ

い

て

は

一

七

世

紀

の

士

大

夫

が

書

き

遺

し

、

後

に

禁

書

と

な

っ

た

多

数

の

作

品

に

し

ば

し

ば

記

載

さ

れ

て

お
り

、

知

識

人

た

ち

が

関

心

を

寄

せ

て

い

た

こ

と

が

分

る

。

永

年

「

志

」

を

主

体

と

す

る

認

識

構

造

を

説

い

て

き

た

王

夫

之

で

さ

え

も

晩

年

の

作

『

七

十

自

定

稿

』

で

は

寥

寥

た

る

空

界

を

飛

ぶ

孤

独

な

魂

の

行

方

を

追

っ

て

い

た

よ

う

に

、

明

末

清

初

の

士

大

夫

た

ち

は

生

死

の

恐

怖

、
奇

怪

な

自

然

現

象

、
塞

外

へ

の

流

謫

な

ど

の

経

験

を

通

じ

て

自

己

の

内

な

る

「

気

」

と

外

界

の

「

気

」

と

の

調

和

を

ど

こ

か

に

得

よ

う

と

欲

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

不

安

定

な

「

魂

」

へ

の

関

心

は

、

現

象

界

を

超

え

た

天

心

の

存

在

を

求

め

る
。
黄
宗
義
は
王
夫
之
の
「
天
心
」
を
よ
り
は
っ
き
り
意
志
的
存
在
と
し
て

表

現

す

る

為

、
「

主

宰

」
と

い

う

語

を

使

用

し

て

い

る

。

黄

宗

義

は

現

象

界

の

秩

序

・

変

化

を

決

定

す

る

の

は

こ

の

「

主

宰

」

で

あ

る

と

し

て

「

理

」

が

天

の

運

行

を

決

定

す

る

と

い

う

朱

子

学

の

伝

統

を

破

棄

し

た

。
「

理

」
は

「

気

」

の

運

行

の

中

に

あ

ら

わ

に

な

る

趨

勢

に

す

ぎ

な

い

。

「

理

」

が

天

地

を

支

配

す

る

こ

と

に

な

れ

ば

四

季

は

逆

転

し

、

人

民

・

禽

獣

・

草

木

は

渾

淆

し

て

分

類

で
き
な
く
な
る
、
と
黄
宗
■
は
述
べ
て
い
る
。

一

般

の

士

大

夫

も

、

超

越

的

存

在

の

「

主

宰

」

が

「

気

」

と

い

う

エ

レ

メ

ン

ト

に

よ

っ

て

人

の

心

に

関

わ

る

こ

と

を

現

実

に

お

け

る

一

つ

の

救

い

と

し

て

い

た

ら

し

い

。

た

と

え

ば

米

が

不

足

し

民

が

飢

え

に

苦

し

ん

で

い

る

時

、

米

を

買

占

め

て

暴

騰

を

待

つ

郷

紳

層

の

横

行

を

地

方

官

は

容

易

に

阻

止

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

。

そ

の

場

合

、

こ

れ

ら

郷

紳

・

士

人

を

牽

制

す

る

最

後

の

方

法

は

「

上

帝

」

或

い

は

「

鬼

神

」

に

対

待

し

て

ど

の

よ

う

に

話

を

つ

け
る
（
算
賑
）
の
か
を
問
い
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ

の

よ

う

に

見

て

く

る

と

明

末

清

初

の

士

大

夫

た

ち

は

、

有

限

な

生

を

う

け

た

人

間

の

精

神

と

、

無

限

の

超

越

的

存

在

と

の

関

連

を

検

討

し

よ

う

と

す

る

問

題

意

識

に

お

い

て

近

似

性

を

も

っ

て

い

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

こ

の

問

題

関

心

は

ど

こ

か

ら

来

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

第

一

に

は

、

明

末

清

初

に

お

い

て

再

検

討

さ

れ

た

「

格

物

致

知

」

が

、

認

識

対

象

と

認

識

主

体

の

本

質

を

共
に
「
気
」
と
す
る
気
一
元
論
を
前
提
と
し
て
い
た
た
め
に
従
来
の
儒
学
の

「

窮

理

」

の

「

理

」

が

「

気

」

に

依

存

す

る

二

次

的

位

置

に

な

り

さ

が

力

、

「

物

則

」

や

「

気

質

」

に

と

っ

て

代

ら

れ

た

こ

と

、

第

二

に

は

、

儒

教

的

道

徳

主

義

が

ヽ

士

大

夫

の

多

様

化

す

る

「

行

」

と

「

人

欲

」

の

前

に

形

骸

化

し

、

「

心

」

の

充

足

は

静

止

し

た

徳

目

に

で

は

な

く

、

潜

在

能

力

を

役

立

て

る

「

致

用

」

に

求

め

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

、

こ

の

二

点

に

よ

り

儒

学

の

影

響

下

に

あ

る

士

大

夫

た

ち

の

思

想

動

揺

が

生

じ

て

い

た

の

で

は

な

い

か

と
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考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
気
の
一
元
論
を
前
提
と
す
る
王
夫
之
た
ち
の
思
想

も

実

体

と

し

て

の

「

気

」

に

あ

ら

ゆ

る
複

雑

な

現

象

を
負

わ

せ

る

だ

け

の
体

系

を

備

え

る

に

至

っ

て

お
ら

ず

、

宇

宙

と

自

我

認

識

に

つ
い

て

は

何

を
真

と

す

る

か
に

つ

い

て

い

ぜ
ん

と

し

て

疑

問

を

残

心

で

お
り

、

そ

こ
か

ら

こ
れ

ら

の

テ

ー

マ

が

論

議

を

招

い

た
と

考

え

ら

れ

る

。

儒

教

の

枠

を

こ

え

て

、

外

来

宗

教

へ

近

付

い

た

士

大

夫

た
ち

は

、
す

で

に

こ

う

し

た
問

題

意

識

を

持

っ

た
上

で

新

し

い

解

法

を

求

め
て

い

た
の

で
あ

り

、

彼

等

の

も

つ

危

機

感

は

儒

学

内
部

に

留

ま

っ

た

人

々

に

も

共

通
し

て

い

た
の

で

あ

っ

た

。

禁

書

の

著

者

の

大

半

が

自

我

と

宇

宙

の

認

識

を

求

め
て

い

た
と

は
限

ら

な

い

。

日

々
の

「

用
」

に

の

み

押

し

流

さ

れ
現

象

の

把

握

に

精

一
杯

で

あ

っ

た

人

々

が
多

か

っ

た

こ

と

は

書

目

か

ら

も

理

解

で
き

る

。

し

か

し

こ

れ

ら

の

禁

書

の

呈

す

る

特

色

か

ら

士

大

夫

の

認

識

構

造

を

求

め

、

さ

ら

に

そ

こ

か
ら

士

大

夫

の

問

題

意

識

を

探

る

と

右

の

こ

と

が
言

え

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

（
１
）
「
清
代

禁
書
」

を
構
成
す

る
、『
清
代
禁
燬
書
目

』
『
清
代
禁
書

知
見

録
』
等
の

内

容
分
析

は
別

稿

「
清
代

禁
書
の
研
究
－

Ｉ

そ
の
著
者
達
の
思

想
」
『
東
洋
文
化

研
究

所
紀
要

』
（
一

九
七
七
年
三
月
予
定
）
に
譲

る
。

（
２
）

禁
書

目
録
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
の
多
方
面
に

ふ
れ

た
作

品
を
収
録
し
て
い

る

反
面
、
明
末
清
初
に
酊
版
さ
れ
た
多
数
の
「
天
主
教
」
関
係
書
目
を
含
ま
な
い
の

は
、
す
で

肥
康
照
帝
時
代

（

一
六
六

九
年
九
月
）
、

楊
光
先
事

件
後
の
上
諭
に
よ

り
地
方
各

省
に
お
け
る
布
教
活
動
・
教

堂
建
立
が
禁

止
さ
れ
、
教

堂
に
依
存
し
て
い

た
出
版
物

が
激
減
し
た
上
、
既
に
流
布
し
て
い

た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も
禁
止

さ
れ
て
。

一
切
の
「
天
主
教
」
関
係
書
が
事
実
上
禁
書
と

な
っ
て
い
た
事
情
に
よ

る
。
な
お
、
「
西
学
」
「
西
器
」
の
中
国
輸
入
を
め
ぐ
る
士
大
夫
間
の
対
立
に
つ
い

て
は
、
「
中
国
一
人
の
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
■
」
『
講
座
比
較
文
学
６
』
へ
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九

七
四

年
）

に
述

べ
た
。

（
３
）
　
弐
臣
に
つ
い
て
は
「
弐
臣
論
」
『
東
洋
文
化
研
究

所
紀
要
6
8』
（
一
九
七
六

年

三

月
）
で
詳
述
し

た
。

（
４
）
　
思
惟
作
用
に
つ
い
て
「
中
国
思
想
通
史
」
（
侯
外
■
編
）
一
九
五
八
年
、
第
五

巻

、
一
一
一
頁

で
は
、
王
夫
之
が
分
析
（
析
）
と
綜
合
（
聚
）
を
考
え
て
い
た
と
い

う
指
摘

が
あ
り
『
周
易
外
伝
』
の
太
極
に
関
す
る
一
節

が
引
用
さ
れ
て

か
る
が
、

「
格
物
致
知
」
に
関
す
る
箇
所
で
は
筆
者
は
ま
だ
そ
の
例
を
見
出
さ
な
い
。

（

５
）
「
志
」
は
王
失
之
の

言
葉

に
よ
れ
ぱ

「
人
心
之
主
」

で
あ
り
「
所
正
之
心
」

で
あ

る
。
心
か
ら
雑
念
を
払
う
よ
う
に
教
え
る
だ
け
で
は
異
端
と
同
じ
で
あ
る
。

「
専

心
致

志
」

に
よ
っ
て
「
用
」
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
心
を
統
帥
し

て
正
し
い

「
用
」
へ
導
く
「
志
」
と
は
。
実
践
を
重
視
し
た
王
夫
之
の
思
想
の
原

点
と
い

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
。
王

夫
之
は
「
志
」
が
仏
教
に
お
け
る
「

末

那
識
卜
に
相
当
し

。
人
以

外
の
動
植
物
の
有
し
え
な
い
思
惟
能
力
で
あ
る
と
述

べ

て
い
る
。

（
お
か
も
と
・
さ
え
、
中
国
思
想
史
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
手
）
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